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１．ゲノムコホート研究・バイオバンクへの期待

○創薬研究は、ゲノムをはじめとした核酸・タンパク質等の生命の基本設計図を元に、個別の現象を理
解する演繹的アプローチへのパラダイムシフト。

○コホート研究による疾患の理解促進やバイオバンクから得られる生体試料の活用が、創薬研究の加
速に重要。

○しかしながら、国内での生体試料の供給は不足しており、製薬企業・診断薬メーカー等はそれらの多く
を海外から入手している。
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創薬への期待

創薬プロセスの効率化

生体試料の重要性

創薬や診断法の開発過程では、
病態の解明や製品の評価のた
めに様々な生体試料の利用が
不可欠。

しかしながら、国内での供給は
不足。多くを海外から入手。
また、品質にもばらつきがある。

国内で用途に応じた品質の生体
試料（患者及び健常人由来）を
供給できる体制の整備が求めら
れる。
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２．福島医薬品関連産業支援拠点化事業から見えてきたこと

○生体試料の提供者から、生体試料の産業利用に同意を得ることが前提。

○ユーザーである製薬企業等のニーズを把握し、求められる種類・品質の生体試料及び付加情報（臨床
情報やゲノム配列等）を提供できることが重要。

○継続性確保のために、協力する医療機関側へのインセンティブの付与、生体試料の収集・提供の経費
に加え、再投資に回せる収入の確保が重要。

事業の概要
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産業界から見たニーズ
○適切なIC（インフォームドコンセント）を取得していること。
①検体が適法・適正に採取されていること。
②検体の産業利用まで含めた同意を取得できていること。
③提供者側において、権利の主張が行われないこと。

○生体試料に関する情報（ゲノムをはじめとした核酸、タン
パク質の解析等）が付加されていること。

○創薬スクリーニングに使いやすいように、微量試料を増
やすか、微量で使用できる加工ができること。

○人種間の比較のために、国内外の生体試料を利用でき
ること。

○生体試料の入手する医療機関には、患者から同意を取
得するインセンティブが必要。

○公的バンクは、生体試料の収集・提供に係る経費（実
費）のみしか得ることが難しい。再投資に回す利益を確保
することが重要。

○入手可能なわずかな生体試料を、多くの研究者・企業等
に提供するための方策が必要。

バンクの継続性・安定供給に係る課題
福島県立医科大

民間医療機関等

患者由来検体（手術摘出
病変部位等）や臨床情報
の提供

ニーズの共有

最新研究成果
の共有

製薬企業や
診断薬・機器メーカー

様々な情報を
付加し、加工し
た検体を提供

加盟ユーザー
フォーラム

成果の共有 ３



（参考）福島県立医科大学の医療-産業トランスレーショナルリサーチセンターについて

○経済産業省では、ゲノム医療の実現に向けて、平成12年度以降NEDOを通じて実施してきた各種プロ
ジェクトを福島県立医科大学に集約し、平成23年度三次補正予算により、「福島医薬品関連産業支援
拠点化事業」を支援。

○福島県立医科大学では、
①がん等の遺伝子発現の網羅的分析をこれまで7000サンプルについて実施。
②多数の生体試料を非常に微量に試験できるマイクロアレイ技術を開発（3万件を１度に試験可能）。
③薬のアッセイ用に、増殖を行ったり、実験のための担がん動物を作成。

○これらの成果をユーザーコミュニティに参加している製薬企業や診断薬企業に提供中。

・「たんぱく質機能解析プロジェクト」（平成12年度～）
・「化合物等を活用したシステム制御基盤技術開発プロジェクト」（平成18年度～）
・「 28日間反復投与試験結果と相関する遺伝子発現データセットの開発」（平成19年度～）
・「遺伝子発現解析技術を活用した個別がん医療の実現と抗がん剤開発の加速」（平成19年度）

経済産業省の政策との関係

事業内容
①遺伝子発現データの提供

がん等の疾患を特定するためには、具体的に集中的に発現している遺伝子を
特定する作業が必要。さらに、タンパク質の発現との相関関係を分析。

②マイクロアレイ技術の開発
1mm切片というごく微量の生体試料から、1μgというごく微量で試験が可能な
マイクロアレイ技術を開発。

③増殖技術の開発
研究中の医薬品を試験できるように、増殖技術の研究を実施。

マイクロアレイ
人間の遺伝子の８割が一枚の
チップにのっており、赤が大量
に発現している遺伝子となる。

遺伝子発現
遺伝子の発現結果を
データセット化。
赤：発現が多い
青：発現が少ない
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